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皇室献上の栄誉を賜る。

皇室へ献上された大和村産スモモ



ご
報
告

　

去
る
６
月
５
日
、
私
は
宮
内
庁
へ
参
上
し
、
皇
后
陛
下
あ
て
に
大
和
村
産
の
ス
モ
モ
を
献
上

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
村
で
ス
モ
モ
の
栽
培
が
始
ま
っ
て
60
有
余
年
。
現
在
は
１
９
０
戸
の
栽
培
農
家
が
49
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
１
５
０
ト
ン
を
生
産
す
る
本
村
の
基
幹
作
物
に
成
長
し
ま
し
た
。
先
人
が
守
り
育
て
、

村
を
あ
げ
て
生
産
に
取
り
組
ん
で
き
た
ス
モ
モ
を
皇
室
へ
献
上
す
る
と
い
う
栄
誉
を
賜
る
こ
と

を
心
か
ら
喜
び
、
謹
ん
で
村
民
の
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皇
后
陛
下
に
初
め
て
ス
モ
モ
を
お
召
し
上
が
り
頂
い
た
の
は
10
年
前
に
遡
り
ま
す
。
奄
美
群

島
日
本
復
帰
50
周
年
記
念
祝
賀
会
に
ご
臨
席
賜
っ
た
際
、
乾
杯
の
お
飲
物
と
し
て
本
村
の
ス
モ

モ
を
使
用
し
た
ス
モ
モ
酒
を
お
召
し
上
が
り
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
７
年
後
、
私
は
思
い
が
け
ず
嬉
し
い
知
ら
せ
に
接
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
伊
藤
祐

一
郎
鹿
児
島
県
知
事
と
朝
山
毅
奄
美
市
長
が
奄
美
豪
雨
災
害
の
復
興
の
ご
報
告
に
皇
居
に
参
上

し
た
際
、
皇
后
陛
下
か
ら
「
ス
モ
モ
の
被
害
は
大
丈
夫
で
し
た
か
」
と
気
遣
い
の
お
言
葉
を
頂

い
た
と
の
連
絡
で
し
た
。
復
帰
50
周
年
祝
賀
会
で
お
召
し
上
が
り
頂
い
た
ス
モ
モ
を
記
憶
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
、
奄
美
豪
雨
災
害
に
お
心
遣
い
頂
い
た
こ
と
。
誠
に
有
り
難
く
感
動
し
た
次

第
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
60
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
皇
室
献
上
の

栄
誉
を
賜
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
皇
室
は
特
産
品
な
ど
の
献
上
は
受
け
取
ら
な
い
と
の
こ
と
で

す
が
、
今
回
は
宮
内
庁
を
始
め
鹿
児
島
県
の
ご
配
慮
に
よ
っ
て
特
別
に
献
上
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皇
室
献
上
の
大
役
を
終
え
帰
路
に
向
か
う
途
中
、
私
の
携
帯
電
話
に
１
本
の
着
信
が

あ
り
ま
し
た
。
宮
内
庁
か
ら
の
電
話
で
し
た
。「
先
ほ
ど
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
献
上
さ
れ
た
ス

モ
モ
を
美
味
し
く
お
召
し
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
侍
従
職
の
言
葉
に
携
帯
電
話
を
持
つ

手
が
震
え
る
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
大
和
の
地
で
育
ん
だ
ス
モ
モ
を
実
際

に
召
し
上
が
っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
農
家
は
も
と
よ
り
全
村
民
を
勇
気
づ
け
る
に
違
い

な
い
と
確
信
し
ま
し
た
。
豪
雨
災
害
や
台
風
被
害
に
よ
る
不
作
続
き
で
栽
培
意
欲
を
そ
が
れ
か

ね
な
い
状
況
の
な
か
、
誇
り
を
持
っ
て
ス
モ
モ
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
度
の
栄
誉
を
全
村
民
で
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
私
は
ス
モ
モ
を
中
心
と
し
た
「
果
樹

の
村
づ
く
り
」
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
固
く
お
誓
い
申
し
上
げ
、
ス
モ
モ
皇
室
献
上
の
ご

報
告
と
致
し
ま
す
。

大
和
村
長　

伊
集
院　

幼　
　
　

皇
室
献
上
の
栄
誉
を
賜
る
。

スモモの開花（２月中旬）

若葉の芽吹き（３月上旬）

収穫期（５月下旬）

摘果（間引き）作業（４月上旬）
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スモモの可能性

太陽の恵みをギュッと閉じこめたスモモのセミドライフルーツ天日干し

～女性達の挑戦～
　スモモの加工品開発の必要性が叫ばれて久しい。
　スモモは日持ちがしないうえ、他の果実と比べて出荷の歩留まりも低く、創傷や過熟、着色不全など規
格外の商品が多く出ます。これまでもジュースやジャムなどが各家庭で作られ、その味が認められつつも
製品として出回ることはありませんでした。
　そんななか待望のヒット商品「スモモのセミドライフルーツ」が生まれました。開発したのはまほろば
大和生活研究グループ（泉美保子代表）。病院食としてドライフルーツの依頼を受け、試行錯誤のうえみず
みずしさを残したまま壮快な風味のセミドライフルーツに仕上げました。
　口コミでおいしさが評判を呼び、今では干す前から予約でいっぱいだとか。同グループはその後も精力
的に新商品を開発、販売。スモモの持つ可能性を探る女性達の挑戦は続きます。

”まほ研”2013 スモモ selection
うんまますもも
セミドライフルーツにする
前のスモモを瓶詰めにした
スモモのコンポート。「うん
まま」とは方言で「そのま
んま」の意味。スモモの持
つ素材そのまんまの味をお
楽しみ下さい。

（３５０ｇ・６００円）

すもドレ
スモモの果肉入りドレッシ
ング。加計呂麻島のキビ酢
を使用しさっぱりと仕上げ
ました。新鮮な野菜はもち
ろん、魚介類のカルパッチ
ョソースとしても美味しく
頂けます。

（２００ｍｌ・３９０円）

すももジュース
喜界島産ザラメで煮込んだ
濃縮還元ジュース。程良い
甘さと酸味のバランスが特
徴です。多めの氷で冷やし
てお召し上がり下さい。

（５００ｍｌ・８００円）

すももジャム
喜界島産ザラメを加えじっ
くりと煮詰めました。パン
にクラッカー、ヨーグルト
にトッピングしてお召し上
がり下さい。

（１５０ｍｌ・３８０円）

詰め合わせセットもご用意いたします。詳しくは大和まほろば館へお問い合わせ下さい。（電話：0997-57-2980）

ふっくらかん
黒糖入り蒸し菓子（方言名：
ふくらかん）にスモモのド
ライフルーツを加えた一品。
その名の通りふっくらと仕
上がりました。

（２００ｇ・４００円）

すももっこ
じっくりと煮込んだスモモ
を夏の日差しのもと二日間
天日干ししました。太陽の
恵みがギュッと詰まった一
品です。

（１５０ｇ・５００円）
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特別養護老人ホーム大和の園では散髪ボランティ

アのご協力により毎月第４月曜日に散髪サービ

スを行っています。入所者の散髪を引き受けているの

は、奄美市名瀬でヘアーサロン「ヒナ」を経営する理

容師の田畑和久さん（55 才）。田畑さんは「散髪サー

ビスで社会貢献がしたい」と考えていたところ、顧客

だった大和の園職員から「外出が困難な入所者の散髪

に困っている」との話を聞き３年前から散髪ボランテ

ィアを始めました。

　この日もハサミやバリカンで入所者の髪を整え、ド

ライヤーとクシで丁寧にセット。優しく声を掛け真心

で腕をふるっていました。田畑さんによると、高齢者

は不意に動くことがあるのでケガをしないよう身構え

てハサミを持っているとのこと。また、万が一途中で

機嫌を損ね散髪がストップしても不自然な髪型になら

ないよう配慮しながらカットしているとのことでし

た。これまで、障害者や高齢者を対象とした経験を積

んできたからこそ出来るサービスでしょう。

　田畑さんは「散髪でお年寄りのみなさんが笑顔にな

るのが何よりもうれしい。これからも大和村のみなさ

んとのつながりを大切にしてボランティアを続けた

い」と語りました。

大和村では健康づくりや社会参加を応援するた

め「平成２５年度元気度アップ・ポイント事業」

を実施しています。

　同ポイント事業は、健康づくり活動やボランティア

活動など、村が認定した活動に参加すると１回につき

１～５ポイントを付与するもの。ポイントは５ポイン

ト→５００円として年間５０ポイント（５０００円）

受け取ることができ、ポイントカードはそのまま商品

券として村内の店舗で使用することができます。

　対象者は４０歳以上の村民（施設入所者を除く）１，

１４１名で、加入手続きは等は必要ありません。対象

となる活動は各種健診（５ポイント）や村が主催する

健康教室（４ポイント）、集落清掃活動（１ポイント）

老人クラブ活動（１ポイント）など多岐に渡ります。

集落説明会でポイントカードを配布した際にはすでに

１０ポイント（１，０００円相当）を受け取る元気な

お年寄りも。

　ポイントカードが使用できるお店は村内全ての商

店、飲食店、ガソリンスタンド、宿泊施設です。健康

づくりや地域交流を楽しみながらポイントを集め商品

券をゲットしましょう。

健康づくりと交流で商品券をゲット！

散髪でお年寄りを笑顔に

元気度アップ・ポイント事業

大和の園で散髪ボランティア

大和村内全村民を対象とした防災訓練が５月２６

日に行われ、村民の他、村当局、消防団、奄美

警察署など８４７人が訓練に参加しました。

　防災訓練は、奄美大島近海を震源とする巨大地震が

発生し、大津波警報が発令されたという想定。午前９

時に防災行政無線から警報発令、避難指示が伝えられ

ると各集落民はあらかじめ指定された高台へと足早に

向かいました。

　県道沿いの公園が指定避難所となっている国直集落

では、避難路の途中の階段で中学生や青壮年団が高齢

者の手を取って誘導。消防団員や自主防災組織役員は

避難状況を災害対策本部へ連絡するとともに、逃げ遅

れた住民がいないか確認作業を行いました。

　災害時の避難については日頃から経路や要援護者の

支援など手順を確認しておきましょう。

　なお、防災訓練に関するご意見ご提案等をお待ちし

ています。役場へメール、ファックス等でお送りして

いただく他、各集落の消防団員や区長、担当職員へお

伝え願います。

　連絡先メール：:info@vill.yamato.lg.jp

　連絡先ファックス：0997-57-2161

戸円公民館に隣接して建設が進められていた大和

村高齢者避難所がこのほど完成し、７月 16 日

に現地で落成祝賀会が開催されました。祝賀会には伊

集院村長をはじめ村関係者、戸円集落民など 70 人が

出席。新たな防災拠点の完成を祝いました。

　同避難所は鉄筋コンクリート平屋建て、延べ床面積

は１４３．９８㎡、30 名収容の避難居室のほかトイレ

やシャワー室、非常用電源の発電機室を整備。総事業

費は４２００万円で、奄美群島振興開発事業の防災関

連施設整備事業を活用しました。

　災害時の避難対象となるのは特別養護老人ホーム大

和の園。同ホームはヒエン浜沿いの低地に立地してお

り、これまでも津波警報発令時には戸円公民館へ避難

していました。

　２０１１年の東日本大震災による津波警報発令時に

は入所者 50 名全員が職員とともに戸円公民館へ避難。

寝具や車いすを利用しての避難であったため施設が手

狭となり地元住民の避難に支障をきたしました。

　避難所の建設により災害時の避難困難者の解消や、

既存の公民館と一体となったコミュニティ活動の場と

して活用が期待されます。

災害時は早めの避難を心がけましょう

津波災害を想定し真剣に避難

戸円地区に大和村高齢者避難所が完成

防災訓練に８４７人が参加
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まほろばやまと漁業集落（森山英治代表）では漁

業資源の回復と漁場の浄化を目的として、４月

２４日、思勝港と今里漁港の海域に藻場再生ブロック

を設置しました。

　藻場再生ブロックとは鉄筋とプラスチック製ネット

で囲ったゲージの中に母藻となるホンダワラとミネラ

ル成分を含んだブロックを設置するもの。魚やウニ類

の食害のないゲージ内でホンダワラを育成し、最終的

には藻場ブロックからの種子の拡散により周辺海域に

藻場を造成しようという試みです。

　藻場は貝類やウニなどの重要な漁場であるととも

に、魚介類の隠れ家や産卵場、稚魚・稚貝の生育場と

して機能することから「海のゆりかご」とも呼ばれ、

さらには光合成による酸素の生成や水質浄化の効果が

期待できます。

　以前は大和村内の海域はホンダワラや多くの海藻に

覆われた豊かな漁場でしたが、近年は磯焼けによる海

藻の減少や珊瑚礁の消滅が相継ぎ、漁獲高も減少傾向

にあります。

　今回設置した藻場再生ブロックからホンダワラが順

調に生育し、大和村に豊かな海が戻ることを願います。

まほろばやまと漁業集落（森山英治代表）は、５

月１４日シラヒゲウニの資源維持のため稚ウニ

４，０００個を村内の海域４カ所に放流しました。

　シラヒゲウニはラッパウニ科に属する大型のウニ

で、奄美海域で漁獲される高価な磯根資源。放流され

た稚ウニは鹿児島県水産技術開発センターで生育され

直径 20mm ～ 40mm 程の個体。

　浦内湾（大和地区）では宮古崎周辺のイノー（礁湖）

と呼ばれる静穏で海藻が繁茂する海域に放流（画像）。

夏には漁獲サイズ（直径 55mm 以上）に成長すると

のことです。

　奄美漁協管内ではシラヒゲウニ漁の操業期間を 7 月

1 日から 9 月 30 日までの３カ月間と定め、組合員以

外の一般の方にも有料でウニの採取を認めています。

　ウニ採取の許可証（帽子）は、組合員が 1,000 円、

村内居住者の非組合員が 5,000 円、村外居住者の非

組合員が20,000円となっています。ウニ漁は、組合員、

非組合員に関わらず許可帽を購入して操業しましょう

　また、豊かな海を守り、奄美の夏の味覚をいつまで

も楽しむため漁期や漁獲サイズを守るなど適正な資源

管理を行いましょう。

大きくな～れ。美味しくな～れ。

豊かな海の再生を願って。

シラヒゲウニ稚ウニ４，０００個を放流

水産資源の増加へ思勝港・今里漁港海域で藻場造成

大和村中部に位置する国定公園ヒエン浜は、ウミ

ガメの産卵地として知られ、５～７月頃にはウ

ミガメが多数上陸しますが近年は産卵に異変が。それ

はリュウキュウイノシシによる卵の捕食。

　奄美海洋生物研究会（興克樹会長）が６月にヒエン

浜の産卵巣周辺にセンサーカメラを設置し調査を行っ

たところ、少なくとも２頭のリュウキュウイノシシが

産卵巣を掘削し卵を捕食していることが確認されまし

た。

　同協会が行った「２０１３奄美大島におけるリュウ

キュウイノシシによるウミガメ卵捕食状況調査」に

よると、奄美大島におけるウミガメの産卵浜におい

てリュウキュウイノシシによる卵捕食被害は１４浜、

１３５巣と昨年と比較し大幅に増加。産卵総数の約１

割が食害を受けているとのこと。

　リュウキュウイノシシは在来種ですが卵の捕食が確

認されたのは近年になってから。環境の変化によりウ

ミガメ卵を餌として学習し、捕食を繰り返している可

能性が高いと思われます。今後、同一浜での食害が続

くと地域産卵個体群の減少が懸念されます。

　同研究会は「今後も被害が拡大する可能性があり早

急な対策が必要」と危機感を募らせています。

ウミガメの産卵地として知られる大和村の国直海

岸では産卵シーズンがピークを迎えています。

　今シーズンはすでに１００頭のウミガメが上陸。集

落民はウミガメを刺激しないよう街灯の明かりを赤色

にするなどウミガメに配慮して見守っています（子ガ

メは光りに向かって進む習性がありますが赤色の光は

認識しにくく影響が少ないとのこと）。

　いつもなら夜間に上陸し、暗いうちに海へと帰るウ

ミガメたちですが７月１６日の早朝には、河口の塞が

れた川に取り残されたウミガメが集落民によって発見

されました。

　ウミガメを見つけたのは森達郎さん（７５歳）。毎

朝海を眺めて過ごすのが日課の森さんはこの日も散歩

中にウミガメの上陸跡を発見。足跡を追うと移動中に

川へ転落した様子が見て取れたとのことでした。

　川底にじっと動かないカメを案じた森さんは周辺住

民に声をかけ救出活動に挑戦。体長１．５m ほどのア

カウミガメは持ち上げるのは一苦労だったらしく全員

で甲羅を押し海へ帰したとのことでした。

　まもなく産卵シーズンが終了すると子ガメの孵化シ

ーズンが始まります。子ガメたちが元気に海へと旅立

ち、いつの日か国直海岸に戻ってくることを願います。

集落民でウミガメを救出

ウミガメ産卵も卵全滅か。

国直海岸でウミガメの上陸・産卵がピークを迎える

ヒエン浜でリュウキュウイノシシがウミガメ卵を捕食

画像は奄美海洋生物研究会提供
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※「いっさごれ」とは方言で「食いしん坊」の意味。食材を美味しく頂くことから愛着を持って使われるます。

　

シ
ビ
（
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
）、バ
カ
イ
カ
（
ト
ビ
イ
カ
）、シ
ブ
リ
（
冬
瓜
）、ニ
ガ
ウ
リ
（
ゴ
ー
ヤ
）、

ナ
ス
、
オ
ク
ラ
。
夏
に
な
る
と
水
産
物
や
夏
野
菜
な
ど
シ
マ
の
食
材
が
豊
富
に
出
回
り
ま
す
。

栄
養
た
っ
ぷ
り
の
シ
マ
の
食
材
を
イ
タ
リ
ア
料
理
に
し
て
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
食
感
と
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
食
材
で
暑
い
夏
を
乗
り
切
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

《材料》

マグロ・ソデイカ・オクラ・ナス・
ブロッコリー・トマト・ルッコラ・
ニンニク・スパゲッティ

《調味料》

スモモドレッシング（５ページ）・
オリーブオイル・鷹の爪・塩・胡椒

《作り方》

① ２～３センチ角切りにしたマグ
ロ、イカと軽く茹で、スライスにし
たオクラを合わせ、塩、胡椒、オリ
ーブオイル、スモモドレッシングで
あえておく（カルパッチョ仕立て）。
② フライパンでオリーブオイルを
熱しニンニクと鷹の爪を炒める。オ
イルにニンニクの香りが移ったらナ
ス、ブロッコリー、トマト、ルッコ
ラを軽く炒め塩胡椒で味を調えた後
に冷蔵庫で冷やす。
③ スパゲッティは通常より１～２
分長く柔らかめに茹で氷でしめる。
④ ②と③をあえて皿に盛り、その
上に①を盛りつける。

vol.2

シ
マ
の
食
材
で
イ
タ
リ
ア
ン
！

夏
野
菜
と
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
の
冷
製
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ 料理人：森山修二さん（大和浜・52 歳）

鹿
児
島
市
で
５
月
に
開
催
さ
れ
た
鹿
児
島

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
競
技

に
お
い
て
25
メ
ー
ト
ル
自
由
形
と
50
メ
ー
ト

ル
自
由
形
の
２
種
目
で
見
事
優
勝
を
果
た
し

た
森
山
博
勝
さ
ん
（
62
歳
）。
森
山
さ
ん
は
交

通
事
故
で
右
足
を
無
く
し
普
段
は
松
葉
杖
や

義
足
で
の
生
活
で
す
。「
健
常
者
と
同
じ
様
に

健
康
づ
く
り
が
し
た
い
」
と
３
年
前
か
ら
奄

美
市
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
い
始
め
、

週
２
回
、
１
時
間
の
泳
ぎ
込
み
を
こ
な
し
先

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
水
泳
を
始
め
る
に

あ
た
り
た
め
ら
い
は
無
か
っ
た
か
尋
ね
る
と
、

「
プ
ー
ル
に
入
れ
ば
健
常
者
も
障
害
者
も
同

じ
。
私
は
障
害
が
あ
る
こ
と
で
消
極
的
に
な
っ

た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
キ
ッ

パ
リ
。
明
る
く
お
お
ら
か
な
性
格
の
一
端
を

垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

大
和
村
役
場
を
定
年
退
職
さ
れ
た
森
山
さ

ん
の
現
在
の
職
業
は
三
味
線
教
室
の
先

生
。
昨
年
、
奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
に
「
森
山

三
味
線
教
室
」
を
開
設
し
三
味
線
と
シ
マ
ウ

タ
を
教
え
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

森
山
さ
ん
と
シ
マ
ウ
タ
の
出
会
い
は
以
外

に
も
琉
球
民
謡
に
あ
る
と
の
こ
と
。
以
前
沖

縄
を
旅
し
た
際
に
、琉
球
民
謡
の
「
二
見
情
話
」

に
感
激
し
、「
沖
縄
に
は
素
晴
ら
し
い
民
謡
が

あ
る
が
私
た
ち
の
奄
美
に
も
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
シ
マ
ウ
タ
が
あ
る
。
島
に
戻
っ
た
ら

本
気
で
シ
マ
ウ
タ
に
打
ち
込
も
う
」
と
決
心
。

そ
れ
か
ら
シ
マ
ウ
タ
漬
け
の
毎
日
が
始
ま
っ

た
と
の
こ
と
。「
あ
の
時
二
見
情
話
に
出
会
わ

な
か
っ
た
ら
今
の
自
分
は
無
い
だ
ろ
う
な
」

と
懐
か
し
そ
う
に
語
り
ま
し
た
。

森
山
三
味
線
教
室
の
特
徴
は
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
の
指
導
。
森
山
さ
ん
い
わ
く
、
多

人
数
で
の
指
導
は
ど
う
し
て
も
個
人
差
が
出

て
し
ま
い
他
人
に
遅
れ
る
こ
と
で
挫
折
す
る

生
徒
が
多
い
の
だ
と
か
。
教
室
で
は
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
人
一
人
の
上
達
に
合

わ
せ
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
分
で
作
ら
れ
た
と
い
う
唄
の

解
説
書
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
唄
の
背
景
に

あ
る
生
活
や
風
土
を
丁
寧
に
取
材
し
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
内
容
は
シ
マ
ウ
タ
に
疎

い
私
で
も
読
み
応
え
の
あ
る
一
冊
で
し
た
。

お
休
み
の
日
に
は
生
徒
さ
ん
達
と
シ
マ
ウ
タ

に
ゆ
か
り
の
あ
る
土
地
を
廻
る
の
が
趣
味
と

い
う
お
話
に
納
得
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
内
容
の
三
味

線
教
室
で
す
が
１
回
の
受
講
料
は
１
時
間
30

分
で
５
０
０
円
と
い
う
安
値
だ
と
か
。
開
設

費
用
や
維
持
費
を
考
え
る
と
経
営
が
成
り
立

た
な
い
の
は
？
と
の
問
い
に
「
健
常
者
な
ら

退
職
後
は
農
業
や
漁
業
で
悠
々
自
適
に
暮
ら

す
で
し
ょ
う
が
私
の
体
で
は
そ
れ
も
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
。
私
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い
ら

れ
る
の
は
シ
マ
ウ
タ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
妻

に
は
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
生
徒

さ
ん
達
と
交
流
し
、
唄
う
こ
と
が
私
の
生
き

甲
斐
な
の
で
す
よ
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

取
材
の
間
、
笑
顔
で
語
る
森
山
さ
ん
の
口

調
か
ら
は
障
害
か
ら
く
る
悲
壮
感
な
ど
微
塵

も
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

森
山
博
勝
さ
ん
（
62
歳
）

大
和
村
今
里
出
身
。
交
通
事
故
に
よ
り
右

足
大
腿
部
を
切
断
。
大
和
村
身
体
障
害
者

協
会
会
長
を
務
め
る
。
大
和
村
役
場
を
定

年
退
職
後
「
森
山
三
味
線
教
室
」
を
開
設

し
40
名
の
生
徒
を
指
導
す
る
。
大
和
村
思

勝
に
て
妻
教
子
さ
ん
と
２
人
暮
ら
し
。
左

の
写
真
は
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

を
伊
集
院
村
長
に
報
告
し
た
際
に
撮
影
。
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特 別 警 報
が始まります！

命を守るために知って欲しい

　気象庁では、大雨・暴風・高潮や地震、津波などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表して警

戒を呼びかけています。より甚だしい大雨や大きな津波等が予想され、重大な災害による危険性が高まった際には、

特別な警戒を呼び掛けるため、新たに「特別警報」を発表します。

　特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」や、我が国の観測史上最高の潮位を記録し、犠牲者 3,300 名以上を

出した「伊勢湾台風」等が該当します。鹿児島県内に大きな災害をもたらした事例では、犠牲者 3700 名以上を出し

た昭和 20 年 9 月の「枕崎台風」、薩摩半島南部に上陸し、犠牲者 48 名を出した平成 5 年 9 月の「台風第 13 号」、九

州南部を中心に甚大な被害をもたらし、犠牲者 93 名を出した「平成５年８月豪雨」、川内川流域で約１, ５００棟が

浸水した「平成 18 年 7 月豪雨（いわゆる、鹿児島県北部豪雨）」等が該当します。

　特別警報が発表された場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあります。屋外の

状況や、避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を守るための行動をとってください。

　また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発表される注意報、警報やその他の気象情報を活用して、早め早め

の行動をとることがあなたや家族の命を守ります。

　特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご覧いただけます。

　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

【お問い合わせ先】　鹿児島地方気象台防災業務課　電話：099-250-9919

気象庁は重大な災害の起こるおそれが著
しく大きい場合に特別警報を発表します。

台風シーズンに備えよう！
防災行政無線受信機の確認 ～電源ランプほか～

○　　電源ランプ

●　　赤点灯

★★　赤緑交互点滅

★　　橙点滅

★　　赤点滅

  ……  正常です。

  ……  停電です。

  ……  電池切れです。

  ……  受信圏外です。

  ……  故障です。

アンテナ：聞き取りにくい場合、アンテナが十分に伸びているかまたはアンテナの方向を確認してください。

電子音：放送終了後に短い電子音が３回鳴るものは電池が切れています。

電池：電池が消耗している場合は電源ランプの赤色と緑色が交互に点滅しますので交換してください。

電池：乾電池は単１（大）、単２（中）、単３（小）のどちらでも使用できます。

電源：電池を交換後も電源ランプは点滅しますので電源を入れ直すかコンセントを差し込み直してください。

※　防災行政無線に関するお問い合わせは大和村役場総務企画課（℡ 0997-57-2111）までお問い合わせ下さい。

●　　緑点灯

  ……  受信機の状態
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満
１
歳
お
め
で
と
う

こせきの窓

人口　1,647 人（△ 39）
男　　　796 人（△ 9）
女　　　851 人（△ 30）
世帯　　874 戸（△ 17）

7月１日現在
（前年同月比）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

河
野　

サ
ツ
エ
様
（
90
歳
・
大
和
の
園
）

里　

イ
ク　
　

様
（
90
歳
・
大
棚
）

津
田　

得
児　

様
（
85
歳
・
思
勝
）

安
田　

稲
江　

様
（
81
歳
・
大
和
の
園
）

川
島　

美
壽　

様
（
70
歳
・
大
和
の
園
）

仁
島　

勝
代　

様
（
53
歳
・
大
和
浜
）

永
野　

伊
豆
子
様
（
68
歳
・
湯
湾
釜
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

里　

一
之　
　

様
（
故
里
イ
ク
様
）

津
田　

隆
興　

様
（
故
津
田
得
児
様
）

永
野　

豊　
　

様
（
故
永
野
伊
豆
子
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山
田　

末
廣　

様
（
愛
知
県
）

徳
田　

孝
徳　

様
（
大
阪
府
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

川
畑　

憲
之　

様
（
埼
玉
県
）

稲
田　

博
美　

様
（
奄
美
市
）

島島
のの

徳
　
雷ら
い
た汰
さ
ん

保
護
者
・
徳
奈
々
美
さ
ん
（
大
金
久
）

兄
弟
３
人
仲
良
く
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て

ね
。
優
し
い
子
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。

水
田
　
依い
じ
ゅ寿
さ
ん

保
護
者
・
水
田
　
拓
さ
ん
（
思
勝
）

奄
美
の
自
然
の
中
で
イ
ジ
ュ
の
木
の
よ
う
に

ス
ク
ス
ク
と
育
っ
て
い
ま
す
。

今
月
の

題
字

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
家
と
し
て
知
ら
れ
る

直
崎
家
の
末
っ
子
、
広
生
さ
ん
。
全
日
本

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
鹿
児
島
県
予

選
Ａ
ク
ラ
ス
（
５
・
６
年
生
の
部
）
で
見
事

優
勝
し
、
８
月
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で

も
６
年
生
を
相
手
に
健
闘
し
ま
し
た
。
題

字
の
「
や
ま
と
」
も
力
強
い
文
字
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
と
も
に
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
棚
小
学
校
５
年　

直
崎
広こ
う
き生
さ
ん

ホームページ・ブログ・フェイスブックにて情報を更新中
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サ
ン
ガ
ツ
ハ
ー
ヤ
マ
（
三
月
赤
山
）

　
「
ハ
ー
ヤ
マ
（
赤
山
）」
と
は
野
山
の
新
緑

を
表
す
奄
美
大
島
の
方
言
。
旧
暦
の
３
月
頃

に
山
を
覆
う
樹
木
が
一
斉
に
芽
吹
き
は
じ
め
、

若
葉
が
山
肌
を
赤
く
染
め
る
こ
と
か
ら
「
サ

ン
ガ
ツ
ハ
ー
ヤ
マ
（
三
月
赤
山
）」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。

　
「
若
葉
の
色
が
赤
色
？
」
と
不
思
議
に
思
う

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
亜
熱
帯
の
森
の
若
葉
は

黄
色
か
ら
緑
色
、
赤
色
と
あ
ざ
や
か
な
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
を
織
り
な
し
ま
す
。
奄
美
の
森

は
ス
ダ
ジ
イ
や
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な

ど
の
ブ
ナ
科
の
樹
木
の
ほ
か
、
イ
ジ
ュ
や
タ

ブ
ノ
キ
な
ど
の
広
葉
樹
に
覆
わ
れ
ま
す
。
中

で
も
村
木
の
モ
ッ
コ
ク
の
若
葉
な
ど
は
深
い

朱
色
で
花
弁
と
見
間
違
う
ほ
ど
。

　

ゆ
っ
く
り
と
葉
を
開
く
木
々
に
呼
応
す
る

よ
う
に
生
き
物
た
ち
も
活
発
に
動
き
始
め
る

サ
ン
ガ
ツ
ハ
ー
ヤ
マ
は
、
森
が
一
年
で
最
も

美
し
く
生
命
の
息
吹
を
感
じ
る
季
節
で
す
。

ロ
ク
ガ
ツ
ヒ
ド
リ
（
六
月
日
照
）

　

梅
雨
明
け
の
一
月
間
は
、
例
年
降
雨
が
少

な
く
「
ロ
ク
ガ
ツ
ヒ
ド
リ
（
六
月
日
照
）」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
特
に
今
年
は
例
年
に
な
く
日

照
り
が
続
き
、
大
和
村
で
は
７
月
の
降
水
量

は
わ
ず
か
10
ミ
リ
（
役
場
気
象
観
測
）
と
い

う
記
録
的
な
干
ば
つ
で
し
た
。

　

山
を
覆
う
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
の
葉
は
薄

緑
か
ら
茶
色
に
変
色
し
始
め
、
折
か
ら
の
松

食
い
虫
の
被
害
を
受
け
た
樹
木
は
紅
葉
と
見

間
違
う
ほ
ど
赤
茶
け
て
い
ま
す
。
若
葉
が
美

し
い
サ
ン
ガ
ツ
ハ
ー
ヤ
マ
に
な
ぞ
ら
え
て

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
の
松
枯
れ
を
「
ハ
チ
ガ

ツ
ハ
ー
ヤ
マ
」
と
皮
肉
る
人
も
い
る
ほ
ど
。

　

松
枯
れ
以
上
に
心
配
な
の
が
農
業
被
害
。

来
年
二
月
の
収
穫
に
向
け
て
肥
大
期
に
あ
る

タ
ン
カ
ン
は
十
分
に
成
長
し
て
い
る
か
気
に

な
る
と
こ
ろ
。
ま
た
、
三
年
連
続
の
不
作
が

続
き
、
樹
勢
回
復
期
に
あ
る
ス
モ
モ
は
紅
葉

や
落
葉
し
て
い
る
園
地
が
見
受
け
ら
れ
、
来

シ
ー
ズ
ン
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

農
家
な
ら
ず
と
も
、
乾
い
た
大
地
を
潤
し

ス
モ
モ
や
タ
ン
カ
ン
が
ハ
ー
ヤ
マ
の
よ
う
な

生
命
の
息
吹
を
吹
き
返
す
恵
み
の
雨
が
降
る

こ
と
を
願
わ
ず
に
入
ら
れ
ま
せ
ん
。

発行・編集 大和村役場総務企画課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2111　FAX 0997-57-2161
mail : info@vi l l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページ携帯サイトへ
簡単にアクセスできます。それ以外の方は直接
URL を入力してアクセスしてください。

（http://www.vill.yamato.lg.jp/i/）

ハ
チ
ガ
ツ
ハ
ー
ヤ
マ 

（
八
月
赤
山
）

大和村国直崎ノ浜海岸（８月９日撮影）


